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三陸ジオパーク推進協議会

ジオだより
小袖海岸でジオフード体験／久慈市

三陸ジオパーク認定ガイド 藤織ジュンさん

小袖海岸で海女漁の実演

北限の海女が狙うのは主にキタムラサキ
ウニという種類のウニで、黒く長いトゲが
特徴です。誰もが思い浮かべる「これぞウ
ニ」といった見た目です。たまにエゾバフンウニという殻が
白っぽくてトゲが短い種類のウニもいるのですが、冷涼な海
水を好む種類のため昨今の海水温の上昇が原因なのかどうか、
ここ数年はほとんど姿を見ていません。
私は海女歴が今年で12年目となりましたが、昨年と一昨年

は海女シーズン中に水温が25℃くらいまで上がり、それまで
見た事のなかった熱帯魚のような黄色の魚が泳いでいるのを
見かけましたので、海水温の上昇の影響を実感しています。

とれたてのキタムラサキウニを
その場で食べられます

現役の「あまちゃん」
藤織ガイドは北三陸観
光PR大使としても活躍

それでも今年は少し海水温が下がったようですが、ウニの実入りは良くはなく、三陸名物『瓶ウ
ニ』も特に値段が高かったですね(泣) ウニの数が少ないということはないと思いますが、一つ一
つの中身が少ないと剥き身でグラム数を確保するのに労力と時間がかかってしまいます。そういっ
たところが値段に反映しているのかもしれません。また漁に出られない悪天候が続いたこともあり、
この夏の生ウニの出荷量は例年よりもかなり少なかったと聞きます。

ウニの食べるところというのは生殖巣で、産卵・放精前にたっぷ
り栄養を蓄えます。産卵・放精後は黄色の部分がほぼ無くなってし
まいます。その前にウニを採るわけですが、それでもイマイチ肥え
ていないのです。ウニのエサであり、冷涼な海水を好む真昆布の量
が減ってきているからではないかという話もあります。また、ウニ
自体の数は減っていないとすれば、ウニが昆布を食べ尽くしてしま
ういわゆる『磯焼け』になってしまいます。海水温が高くなり、昆
布が十分に育つ前にウニが活発になり若い昆布を食べてしまってい

るなど…様々な要因が考えられます。

今年は『北限の海女』に新人さんが参加してくれたり、8月2日の
『AMA SUNDAY』というイベントにはNHKドラマ『あまちゃん』に
出演された美保純さんがゲスト出演されるなど楽しい話題もありまし
た。いつかウニではなく伊勢エビなどを主漁とする時が来るかもしれ
ませんが、ここにしかない観光海女の文化が続けば良いなと思います。
北限の海女／久慈市
北限の海女素潜り2

小袖海女センター 
Tel:0194－54－2261

こちらは、三陸ジオパーク認定ガイドから、

普段の活動の様子や各地のジオの見どころ、
好きな場所やおすすめポイントなどを自由に
紹介してもらうコーナーです。今後も不定期
に掲載します。

岩手県久慈市の夏の風物詩といえば？『北限の海女』による素潜り実演です！
ジオサイトにもなっている『つりがね洞』や『夫婦岩』などの奇石があり景勝地
としても知られている小袖海岸で毎年7月～9月末までの3ヶ月間、海に潜り、観
光客の目の前でウニを採って見せます。

海女のみなさん

https://www.city.kuji.lg.jp/soshiki/shokokanko/1/1/5/2415.html
https://www.city.kuji.lg.jp/material/files/group/28/ggggd.pdf
https://www.city.kuji.lg.jp/material/files/group/28/ggggd.pdf


＜問合せ先＞
岩手県沿岸広域振興局経営企画部経営企画室（担当：川村）
○ 電 話 0193-25-2718
○ メール naoki-k@pref.iwate.jp
 後援：三陸DMOセンター 三陸ジオパーク推進協議会
 運営：認定特定非営利活動法人みちのく潮風トレイルアソシエーション

編集後記：今年もジオパークの日(8月22日）に合わせた
各地域での取組があり、海岸清掃や外来種植物の駆除な
どの保全活動を実施しましたが、田野畑村で開催のジオ
ツアーに参加し、「リアスじゃなくてテラスの話」をた
くさん仕入れてきました。

目指す先は出発地点から見えていたのですが、テラス
の上に立つ灯台までのトレイルルートは、なかなかの斜
度がある山道の上り・・・そのおかげで到着時の達成感
は半端なく、超穴場スポット!! ほぼ一周ぐるっと太平
洋の広がる大パノラマと岩泉方面のテラスの風景を初め
て見られたことが何よりものご褒美でした♡ ～と～

三陸ジオパーク推進協議会
〒027-0072
岩手県宮古市五月町１－２０

（宮古地区合同庁舎２階）

TEL:0193-64-1230 
FAX:0193-64-1234
info@sanriku-geo.com 
httpｓ://sanriku-geo.com/

Xはこちら

当日の内容（予定）

９時00分 集合
（吉浜地区拠点センター）

９時15分～ 鍬台峠自然歩道への移動
（マイクロバスをご用意します。）

9時30分～ トレイル観察会
（整備手法等について）

11時00分～ ランチ

11時45分～ 整備体験
トレイルルートのメンテナンス（浸食箇所の修繕、階段の設置など）

15時00分～ 撤収、振り返り、移動

16時00分 解散

魅力

自然を感じる！
豊かな自然の中で
みちのく潮風トレイルの
整備を体験できます。

地域のためになる！
林野火災の被災木を
活用して、復興を支援します。

つながりが生まれる！
仲間と出会い、
学び合える1日になります。

募集要項

■開催日 9月12日（土）
（悪天候時は中止となる場合があります。）

■場 所 大船渡市鍬台峠付近

■定 員 12名程度（先着順）

■対 象 高校生以上

■持ち物  動きやすい服装、
作業用手袋、飲み物、
昼食など
（詳細は申込者へご案内します。）

■参加費 無料（保険代含む）

■申込期限 ９月７日（月）

岩手県沿岸広域振興局では、令和７年
に大船渡市で発生した林野火災の被災木
を活用してみちのく潮風トレイルの整備
等を体験するイベントを開催します。
初めての方でも楽しめる内容となって

いますので、みちのく潮風トレイルに興
味がある方、林野火災からの復興を応援
したい方、自然を楽しみたい方など、ど
なたでもお申込みいただけます。

＜予告＞
10月24日（土）には山田町で親子向け
イベントの開催も予定しています。
今回予定が合わない方も、次回の
参加をご検討ください。

地域の保全整備活動に
ご協力を

お申込みは
こちら！

参加申込フォーム
※ 先着順となります
※ 定員に達し次第締め切ります青森県八戸市から福島県相馬市までの太平洋沿岸をつなぐ

全長1,000キロを超えるナショナルトレイル「みちのく潮風
トレイル」。起伏の多い自然歩道を歩くルートでは木を使っ
た階段などがあり、ダメージのある場所も各地で見受けられ
ます。補修に使う材料を現地で調整しながらその状況に合わ
せた手法で修繕する作業には、多くの人の手が必要です。
自然に合わせた地域の保全整備活動で、作業の規模に合わせ
た人数を募集しています。

みちのく潮風トレイル整備体験とは？
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